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９月定例会のあらまし 
 

平成 27 年第3 回（9 月）千早赤阪村議会定例会

は 9 月 1 日に開会し、条例改正、平成26 年度決算

認定、一般会計補正予算など計 14 議案が提案さ

れ、それぞれ可決、委員会付託しました。9 月 18

日の最終日では、委員会付託 11 件、追加議案 2 件

を可決し、一般質問をもって 18 日間の定例会を閉

会しました。 

ちはやあかさか 

議会だより  

 

楠木正成の 

イメージキャラ 

「まさしげくん」 

(千早赤阪楠公史跡保存会提供) 

 

  

「議会だより」は、年４回（５月、８月、１１月、２月）の発行です。（臨時号を除く） 
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大阪府南河内郡 
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TEL 0721‐72‐0081 
FAX 0721‐72‐1880 

 

秋の棚田風景 

http://sankei.jp.msn.com/photos/entertainments/game/100308/gam1003081158000-p1.htm
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９月定例会議決結果 

案 件 名 議決結果 

・議案第 51 号  千早赤阪村議会会議規則の改正について 即日原案可決（全員） 

・議案第 52 号 千早赤阪村個人情報保護条例の改正について 原案可決（全員） 

・議案第 53 号  職員の退職手当に関する条例の改正について 〃 

・議案第 54 号 千早赤阪村手数料条例の改正について 〃 

・議案第 55 号 平成 27 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 3 号）について 〃 

・議案第 56 号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域 即日原案可決（全員） 

        水道企業団規約の変更に関する協議について  

・議案第 57 号  動産の取得について 〃 

・報告第 ４号  平成 26 年度健全化判断比率について ― 

・報告第 ５号  平成 26 年度資金不足比率について ― 

・議案第 59 号 平成 26 年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定について 原案承認（賛成多数） 

・議案第 59 号 平成 26 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい 〃 

て  

・議案第 60 号 平成 26 年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃 

・議案第 61 号 平成 26 年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 〃 

         いて  

・議案第 62 号 平成 26 年度千早赤阪村下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案承認（全員） 

・議案第 63 号 平成 26 年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計歳入歳出決算認定につ 〃 

いて  

・議案第 64 号 平成 26 年度千早赤阪村水道事業会計決算認定について 〃 

・議案第 65 号 平成 27 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 4 号）について 即日原案可決（全員） 

・議案第 66 号 平成 27 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）につ 〃 

        いて  

・報告第 ６号 専決処分（工事請負契約の変更契約）の報告について ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

議会を傍聴してみませんか 

次回の定例会は、12 月 3 日～18 日まで開催予定。 

第４回（12 月）定例会の日程（予定） 

 月日 会議の内容 

12月 ３日 

(木) 

本会議 

(初日) 

議案上程、審議 

12月18日 

(金) 

本会議 

(最終日) 

追加議案上程、 

審議、一般質問 

 ※開会時間は、いずれも午前 10 時です。このほ

か、各委員会等も開かれます。日程は都合に

より変更となる場合がありますので、傍聴さ

れる方は事前に議会事務局へお問い合わせく

ださい。（TEL 0721-72-0081） 
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全
員
協
議
会 

 

９
月
11
日
開
催 

▼
工
事
請
負
契
約
の
報
告 

千
早
水
道
施
設
の
更
新
工
事
と

し
て
、
以
下
３
件
の
工
事
が
発
注

さ
れ
た
。 

一
、
千
早
浄
水
場
更
新
工
事(

土

木
・
建
築
施
設) 

金
額 

４
４
７
４
万
円 

二
、
平
成
27
年
度
千
早
老
朽
管

更
新
工
事 

金
額 

３
４
６
６
万
円 

三
、
千
早
浄
水
場
更
新
工
事
（
浄

水
施
設
） 

金
額 

１
億
１
５
１
３
万
円 

 

▼
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
状
況 

村
は
同
戦
略
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
、
村
の
人
口
減
少

を
ど
の
よ
う
な
施
策
に
よ
り
抑
え

る
か
検
討
を
し
て
い
る
。
ま
ず

将
来
目
標
人
口
の
設
定
は
次
の

パ
タ
ー
ン
に
よ
り
推
計
す
る
。 

・
シ
ナ
リ
オ
Ａ
（
現
状
維
持
） 

 

村
の
合
計
特
殊
出
生
率
1.1
を

10
年
後
に
国
の
目
標
値
で
あ
る

1.8
を
達
成
し
、
転
入
・
Ｕ
タ
ー

ン
人
口
の
増
加
を
図
る
。 

・
シ
ナ
リ
オ
Ｂ
（
合
計
特
殊
出

生
率
の
み
向
上
さ
せ
る
） 

・
シ
ナ
リ
オ
Ｃ
（
シ
ナ
リ
オ
Ａ

の
緩
和
型
） 

合
計
特
殊
出
生
率
1.8
を
達
成
し 

 

 

 

Ａ
よ
り
少
な
い
転
入
・
Ｕ
タ
ー

ン
数
で
人
口
の
増
加
を
図
る
。 

 

次
に
、
総
合
戦
略
と
し
て
、
合

計
特
殊
出
生
率
の
向
上
、
転
入
・

Ｕ
タ
ー
ン
人
口
の
増
加
を
図
る
に

は
ど
の
よ
う
な
具
体
策
が
考
え
ら

れ
る
の
か
検
討
し
、
今
後
、
公
表

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。 

 

▼
む
ら
づ
く
り
経
営
計
画
の

進
捗
状
況 

村
が
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

26
年
度
～
27
年
度
８
月
ま
で
に

実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。 

・
職
員
数
の
適
正
化
で
は
26
年

度
で
は
４
名
採
用
。 

・
施
設
維
持
管
理
の
委
託
で
は
清

掃
業
務
委
託
し
た
。 

・
権
限
移
譲
事
務
の
広
域
化
で
は

旅
券
発
給
業
務
を
委
託
し
た
。 

 

▼
財
政
見
通
し 

平
成
26
年
度
決
算
を
踏
ま
え

た
27
年
度
～
32
年
度
の
財
政
収

支
見
通
し
に
よ
る
と
、

27

年

度
、
28
年
度
の
収
支
は
黒
字
で

あ
る
予
定
。
29
年
度
以
降
は
新

庁
舎
建
設
や
、
水
道
事
業
会
計
へ

の
出
資
な
ど
に
よ
り
赤
字
と
な

る
。
そ
の
結
果
、
基
金
残
高
は

26
年
度
の
15
億
２
０
０
０
万
円

が
32
年
度
で
は
８
億
７
０
０
０

万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。 

 

会
計
監
査
委
員
の

報
告
（要
旨
） 

 

平
成
26
年
度
の
各
決
算
と
併

せ
て
「
健
全
化
判
断
比
率
」
及
び

「
資
金
不
足
比
率
」
の
審
査
を
行

い
、
い
ず
れ
も
適
正
な
も
の
と
認

め
た
。 

 【
一
般
会
計
】 

歳
入
総
額
が
31
億
１
１
０
０

万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
１
億

７
７
０
０
万
円
（
６
・
03
％
）

の
増
で
、
科
目
別
で
は
村
税
が

２
・
25
％
の
減
、
地
方
交
付
税

が
０
・
97
％
の
増
と
な
り
、
依

然
と
し
て
交
付
金
依
存
度
が
高
い

状
況
で
あ
る
。 

 

歳
出
総
額
は
29
億
６
９
０
０

万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
１
億

３
６
０
０
万
円
（
４
・
80
％
）

の
増
で
、
性
質
別
で
は
人
件
費
が

４
・

23

％
の
減
、
扶
助
費
が

14

・

97

％
の
増
、
積
立
金
が

46
・
07
％
の
増
で
あ
る
。 

歳
入
と
歳
出
の
差
引
額
は
１
億

４
２
０
０
万
円
で
、
積
立
金
現
在

高
は
15
億
２
６
０
０
万
円
で
前

年
度
対
比
３
億
２
０
０
０
万
円
の

増
と
な
っ
た
。 

経
常
収
支
比
率
は
84
・
9
％

で
昨
年
度
よ
り
2.8
％
好
転
し
、

実
質
収
支
は
８
８
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
っ
た
。 

 

財
政
も
余
裕
が
出
て
い
る
が
、

人
口
減
少
や
税
収
減
少
が
続
い
て

お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
財

政
の
健
全
性
と
自
主
財
源
の
確
保

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。 

 【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】 

歳
入
・
歳
出
と
も
総
額
が
増
加

し
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
医
療

保
険
料
も
前
年
度
対
比
２
・

69
％
増
加
し
て
い
る
。
高
齢
化

率
も
39
・
6
％
と
高
く
、
今
後

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
積
立
金
を

活
用
し
、
保
険
料
の
安
定
化
を
図

ら
れ
た
い
。 

 【
介
護
保
険
特
別
会
計
】 

歳
入
・
歳
出
総
額
が
前
年
度
対

比
６
％
の
増
加
で
あ
る
。
今
後
も

保
険
給
付
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
必
要
な

介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
傾
注

さ
れ
た
い
。 

 【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】 

歳
入
・
歳
出
総
額
が
前
年
度
対

比
８
％
の
増
加
で
あ
る
。
今
後
も

被
保
険
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

保
険
料
の
抑
制
に
努
力
さ
れ
た

い
。 

 

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】 

 
歳
入
・
歳
出
総
額
が
前
年
度
対

比
８
・
43
％
の
増
加
で
あ
る
。 

 

 

供
用
開
始
区
域
の
普
及
率
は

74
・
9
％
で
あ
り
、
１
０
０
％

へ
の
取
り
組
み
と
合
併
浄
化
槽
の

普
及
に
努
力
さ
れ
た
い
。 

 

【
金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会
計
】 

 

観
光
事
業
全
体
の
歳
入
・
歳
出

は
２
０
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
る

が
、
季
節
要
因
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
今
後
と
も
留
意
さ
れ
た

い
。 

 

【
水
道
事
業
会
計
】 

 

給
水
人
口
や
年
間
の
有
収
率
も

減
少
し
た
。
結
果
、
総
収
益
で
前

年
度
対
比
５
％
減
少
し
、
本
年
度

純
損
失
で
７
６
５
万
円
の
赤
字
計

上
と
な
っ
た
。 

 

人
口
減
少
の
要
因
も
あ
る
が
、

老
朽
管
の
更
新
工
事
や
漏
水
の
早

期
発
見
と
改
修
に
務
め
、
有
収
率

の
向
上
に
務
め
ら
れ
た
い
。  
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森林環境税の活用を 

 

森林基盤整備に期待 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み

上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども医療費助成の拡充を 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開

を図り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策

を積み上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

他市町の状況を見て検討する 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を

図り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を

積み上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
・
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
質
問
し
た
議
員
の

責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

い
っ
ぱ
ん
質

問

 
 

 

 

問 

近
年
、
集
中
豪
雨
の
多

発
等
に
よ
り
、
土
砂
災
害
等

の
自
然
災
害
の
発
生
リ
ス
ク

が
増
大
し
て
い
る
。
一
方
、

林
業
の
衰
退
に
よ
り
間
伐
が

停
滞
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

森
林
が
果
た
し
て
き
た
災
害

防
止
機
能
を
は
じ
め
と
す
る

多
面
的
機
能
を
い
か
に
維
持

し
て
い
く
か
が
、
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

森
林
環
境
税
の
基
本
的
な
考

え
方
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
新
た
に
、
大
阪
府

は
森
林
環
境
税
を
創
設
し
、

自
然
災
害
か
ら
府
民
の
暮
ら

し
を
守
る
、
健
全
な
森
林
を

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
必

要
な
事
業
を
緊
急
か
つ
集
中

的
に
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。 

 

集
約
化
に
よ
り
、
一
体
的

森
林
経
営
が
見
込
め
る
地
区

を
対
象
と
し
て
基
盤
整
備
等

を
実
施
す
る
と
し
て
い
る

が
、
対
策
と
し
て
基
幹
的
作

業
道
の
設
置
、
集
積
土
場
の

設
置
、
間
伐
材
の
利
用
促
進

等
が
、
具
体
例
と
し
て
挙
げ 

 
 

 

ら
れ
て
い
る
。 

 

実
施
期
間
は
、
平
成
28
年

か
ら

31

年
ま
で
の
４
年
間

で
、
府
全
体
で
45
億
円
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
本
村
に
配

分
さ
れ
る
額
は
確
定
し
て
い

な
い
が
、
具
体
的
方
針
は
。 

答 

森
林
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
近
年
の
集
中
豪
雨
の
多

発
と
林
業
の
衰
退
に
よ
る
間

伐
の
停
滞
な
ど
が
す
す
み
、

こ
れ
ま
で
森
林
が
果
た
し
て

き
た
災
害
防
止
機
能
を
は
じ

め
と
す
る
多
面
的
機
能
の
維

持
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
大
阪
府
で

は
自
然
災
害
か
ら
府
民
の
暮

ら
し
を
守
り
、
健
全
な
森
林

を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め

に
、
必
要
な
事
業
を
緊
急
か

つ
集
中
的
に
実
施
す
る
た

め
、
森
林
環
境
税
の
創
設
を

検
討
し
て
い
る
。 

持
続
的
な
森
づ
く
り
の
対

象
事
業
に
つ
い
て
は
、
集
約

化
に
よ
り
持
続
的
な
森
林
管

理
が
見
込
ま
れ
る
区
域
で
、

森
林
法
で
定
め
る
森
林
経
営

計
画
が
作
成
さ
れ
、
森
林
所 

徳 丸  幸 夫 議 員 

問 

答 

有
者
と
林
業
事
業
体
、
大
阪

府
の
３
者
協
定
の
締
結
に
よ

り
継
続
的
な
森
林
経
営
が
担

保
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
い
る
。 

 

村
内
に
お
い
て
も
対
象
地

域
が
示
さ
れ
て
お
る
こ
と
か

ら
、
一
定
の
森
林
基
盤
整
備

等
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
森
林
環
境
税
に
つ
い

て
は
、
９
月
府
議
会
で
提
案

さ
れ
る
予
定
で
、
総
額
で

45
億
円
程
度
と
聞
い
て
お

り
、
大
阪
府
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。 

こ
の
際
思
い
切
っ
て
高
校
卒

業
（
18
歳
）
ま
で
助
成
す

べ
き
だ
と
思
う
が
考
え
は
。 

 

ま
た
、
18
歳
ま
で
実
施

し
た
場
合
の
必
要
経
費
は
概

略
い
く
ら
必
要
か
。 

答 

村
の
子
ど
も
医
療
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
入
通
院

と
も
所
得
制
限
を
行
わ
ず
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
各
種
予
防
接

種
等
の
助
成
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
質
問
の
子
ど
も
医

療
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
町
の
対
応
状
況
や
今
後

の
過
疎
計
画
事
業
の
進
捗
状

況
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。
な
お
、
18
歳

ま
で
拡
大
し
た
場
合
の
対
象

者
は
１
３
５
人
で
、
１
５
０

万
か
ら
２
０
０
万
円
が
見
込

ま
れ
る
。 

要
望 

子
育
て
し
や
す
い
村

を
打
ち
出
す
た
め
に
も
、
村

長
の
決
断
が
必
要
だ
。
助
成

の
拡
大
の
決
断
を
要
望
す

る
。 

 

問 

答 

  

問 

子
ど
も
医
療
費
助
成

は
、
こ
れ
ま
で
中
学
校
卒
業

ま
で
に
、
広
が
っ
て
お
り
、

本
村
も
先
駆
け
て
実
施
し
て

き
た
。
大
阪
府
下
で
は
、
高

校
卒
業
ま
で
実
施
す
る
自
治

体
も
で
て
き
て
い
る
。 

 

本
村
も
「
子
育
て
し
や
す

い
村
」
づ
く
り
の
た
め
に
も 

 

 



5 

 

マイナンバー制度始まるが‥･ 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁

的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて

減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年 1 月から番号カードを配布 
する 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み

上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がん検診無料化に伴う受診状況はどうか 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り

組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯

止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めて受診される方の申し込みが昨年度に
比べて１０％の増加 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り

組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯

止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

答 

田 中  博 治 議 員 

問 

 

答 

 

問 

こ
の
制
度
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号
を

割
り
当
て
、
氏
名
、
住
所
、

個
人
所
得
、
納
税
実
績
、
年

金
な
ど
の
個
人
情
報
を
そ
の

番
号
で
把
握
管
理
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
と
聞
い
て
い

る
。 

 

今
年
10
月
に
は
、
個
人
番

号
の
通
知
を
行
う
。 

ま
た
、
来
年
1
月
か
ら
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
開

始
さ
れ
、
こ
の
制
度
の
運
用

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

し
か
し
、
こ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
運
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化

が
起
こ
る
の
か
、
多
く
の
村

民
に
は
広
く
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
、
次
の
3
点
に
つ

い
て
伺
う
。 

① 

制
度
概
要
と
村
民
の
利

便
性
に
つ
い
て
伺
う
。 

② 

個
人
情
報
の
保
護
、
い

わ
ゆ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

③ 

制
度
開
始
に
向
け
た
体

制
整
備
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。 

 

答 

3
点
に
つ
い
て 

①
当
制
度
は
当
面
は
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
3

つ
の
分
野
の
行
政
手
続
き
に

お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従

来
の
各
種
手
続
き
の
際
に
求

め
て
い
た
添
付
書
類
の
提
出

を
省
略
す
る
な
ど
国
民
負
担

の
軽
減
と
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
る
。 

②
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
の
漏
え
い
や
成
り

す
ま
し
に
よ
る
不
正
利
用
が

な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
た
懸
念
が
さ
れ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
懸
念
に
対
応

す
る
た
め
、
制
度
上
さ
ま
ざ

ま
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。 具

体
的
に
は
、
個
人
番
号

が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
、
い

わ
ゆ
る
特
定
個
人
情
報
は
一

元
管
理
で
は
な
く
、
従
来
通

り
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
機
関
で

分
散
管
理
を
行
う
。 

ま
た
、
特
定
個
人
情
報
の

利
用
範
囲
や
情
報
連
携
の
範

囲
は
法
律
及
び
条
例
で
限
定

的
に
規
定
し
、
情
報
シ
ス
テ

ム
へ
の
適
切
な
ア
ク
セ
ス
制 

御
や
通
信
の
暗
号
化
を
行

い
、
成
り
す
ま
し
防
止
の
た

め
の
本
人
確
認
措
置
の
徹
底

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。 

③
シ
ス
テ
ム
整
備
で
は
、
昨

年
度
に
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
を
改
修
、
今
年
度
に
税

務
、
国
保
な
ど
関
連
業
務
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
必
要
な
改

修
を
行
う
予
定
。 

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
本
年
10

月
か
ら
村
民
へ
順
次
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
を
行
い
、
来

年
1
月
か
ら
申
請
さ
れ
た
方

へ
番
号
カ
ー
ド
を
配
布
す

る
。 こ

れ
と
同
時
に
順
次
児
童

手
当
や
年
金
手
続
き
、
税
の

確
定
申
告
な
ど
の
際
に
提
出

書
類
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

入
す
る
こ
と
に
な
る
。 

問 

平
成
27
年
度
か
ら
、
が

ん
検
診
は
無
料
と
な
っ
た
が

無
料
化
に
よ
っ
て
受
診
率
の

向
上
な
ど
に
効
果
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。 

答 

医
療
機
関
に
お
け
る
個

別
検
診
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
申
込
者
数
が
す
で
に
昨
年

度
の
受
診
者
数
を
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
、
無
料
化
に
伴

う
効
果
が
出
て
い
る
。 

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が

ん
、
結
核
検
診
を
10
月
に
2

回
実
施
し
、
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
11
月
と
来
年

3
月
に
各
1
回
実
施
す
る
。 

ま
た
、
大
腸
が
ん
、
乳
が

ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診
は
、
来
年

3
月
11
日
ま
で
実
施
す
る
。  

 



6 

 

全国学力・学習状況調査の結果は 
 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校は府下トップクラス 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み

上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンプラン・パートナー 
シップ事業の進捗は 

導入の可否を検討するため委
託契約をした 

今後の上下水道事業の 
施設整備について 

大阪広域水道企業団との 
統合により整った 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 形  研 介 議 員 

問 

答 

問 

毎
年

4

月
に
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
が
、
小
学

6
年
生
と
中
学
3
年
生
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
年

度
の
調
査
結
果
が
8
月
25
日

に
公
表
さ
れ
、
府
の
公
立
小
・

中
学
校
の
平
均
点
が
ほ
ぼ
全
国

平
均
点
に
近
づ
き
、
こ
れ
ま
で

の
ワ
ー
ス
ト
3
か
ら
脱
却
で

き
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
要

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。 

答 

今
回
実
施
さ
れ
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が

来
春
行
わ
れ
る
高
等
学
校
入
学

試
験
の
内
申
書
に
評
定
平
均
の

範
囲
を
算
出
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
た
め
に
、
生
徒
が
努
力

し
た
結
果
と
報
じ
ら
れ
た
が
、

児
童
・
生
徒
の
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
府
教
育
委
員
会
の

助
言
に
よ
り
、
各
市
町
村
教
育

委
員
会
主
導
で
学
校
が
指
導
計

画
を
立
て
る
な
ど
の
取
り
組
み

の
成
果
が
大
き
い
と
考
え
て
い

る
。 

た
め
委
託
契
約
を
し
た
。 

要
望 

本
事
業
に
よ
り
、
林

業
振
興
策
を
検
討
し
、
他
の

あ
ら
ゆ
る
制
度
も
活
用
し
て

林
業
を
活
性
化
す
る
こ
と
で

活
力
あ
る
村
の
実
現
に
つ
な

が
る
よ
う
要
望
す
る
。 

 

問 

答 

問 

本
村
小
・
中
学
校
の
成
績

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。 

答 

中
学
校
に
お
い
て
は
、
国

語
、
数
学
、
理
科
の
す
べ
て
の

科
目
で
、
全
国
平
均
点
よ
り
5

ポ
イ
ン
ト
か
ら
10
ポ
イ
ン
ト
高

く
、
ま
た
府
の
平
均
点
よ
り
8

ポ
イ
ン
ト
か
ら
11
ポ
イ
ン
ト
高

く
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
ま

た
小
学
校
で
は
、
国
語
Ｂ
問
題

で
は
、
府
の
平
均
点
よ
り
低
い

も
の
の
そ
の
他
は
す
べ
て
全
国

の
平
均
点
を
上
回
る
結
果
で
あ

る
。 

問 

6
月
議
会
に
お
い
て
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る

村
の
認
識
を
伺
い
、
林
業
振

興
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
際
「
グ
リ

ー
ン
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
」
の
補
助
金
公

募
の
申
請
を
行
い
、
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。 

答 

こ
の
度
、
補
助
金
の
交

付
が
決
定
さ
れ
、
新
庁
舎
や

金
剛
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
及
び
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
の
可
否
を
検
討
す
る 

 

問 

6
月
議
会
に
お
い
て

「
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
大
阪
広
域
水

道
企
業
団
と
の
統
合
」
に
つ

い
て
住
民
説
明
会
を
行
い
、

反
対
の
意
見
が
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
統
合
後
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
「
企
業
団

か
ら
の
受
水
地
点
を
増
や
し

村
内
ル
ー
プ
施
設
を
整
備
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
が
今
後

の
計
画
の
内
容
を
伺
う
。 

答 

水
道
事
業
経
営
の
安
定

と
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す 

 
問 

答 

る
た
め
に
は
、
企
業
団
と
の

統
合
を
図
る
こ
と
が
、
村
に

と
っ
て
最
善
の
施
策
と
考
え

て
い
る
。
統
合
後
に
実
施
す

る
施
設
整
備
の
主
な
事
業

は
、
小
吹
台
低
区
配
水
池
で

企
業
団
か
ら
新
た
に
受
水
を

行
い
、
川
野
辺
受
水
場
と
主

な
配
水
施
設
間
を
つ
な
ぐ
村

内
ル
ー
プ
施
設
を
整
備
す
る

も
の
で
、
安
心
で
安
全
な
水

道
水
を
給
水
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

問 

村
内
ル
ー
プ
化
の
事
業

期
間
、
事
業
費
、
財
源
は
、

ま
た
村
民
へ
の
影
響
は
。 

答 

事
業
期
間
は
、
平
成
29

年
か
ら
平
成
38
年
ま
で
の
10

年
間
で
、
事
業
費
は
13
億
2

千
万
円
で
あ
る
。
内
訳
は
約

4
億
4
千
万
円
は
国
か
ら
の

交
付
金
で
、
事
業
に
よ
る
水

道
料
金
の
村
民
へ
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
一
般
会
計
よ
り

約
8
億
8
千
万
円
を
負
担
す

る
予
定
で
あ
る
。 
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国保の広域化で村の保健事業は 
維持されるのか 

保険事業は従前どおり行う 

旧千早小学校・富田林分校跡地の活用を 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り組んでいき

たい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯止めをかけ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の声を聞きながら検討する 

 

 

 

関 口  ほづみ 議 員 

問 

答 

 

答 

問 

問 

２
０
１
８
年
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
が
都
道
府
県
単

位
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。 広

域
化
に
よ
り
、
村
の
国

保
運
営
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
、
保
険
料
や
村
が
行

っ
て
き
た
保
険
事
業
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
維
持
さ
れ
る
の

か
心
配
だ
。 

広
域
化
の
目
的
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
伺
う
。 

答 

安
定
的
な
財
政
運
営
・

効
率
的
な
事
業
確
保
を
図

り
、
制
度
を
安
定
化
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
府
が
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
。

村
が
行
っ
て
い
る
保
険
事
業

は
従
前
ど
お
り
行
い
、
府
が

決
定
し
た
納
付
金
を
府
に
納

め
る
。 

問 

今
年
度
よ
り
保
険
料
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
府
下
で
一

番
低
い
保
険
料
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
維
持
さ
れ
る
の
か
。 

 

広
域
化
に
む
け
て
、
国
の

交
付
金
が
今
年
度
１
７
０
０

億
円
交
付
さ
れ
る
が
、
村
へ

の
交
付
額
と
交
付
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。 

答 

広
域
化
に
な
っ
て
も
直

ち
に
保
険
料
が
統
一
さ
れ
る

 

こ
と
は
な
く
、
府
が
示
す
標

準
保
険
料
率
を
参
考
に
村
が

決
定
す
る
。
人
間
ド
ッ
グ
な

ど
府
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

対
応
す
る
。
交
付
金
は
約
１

０
０
０
万
円
で
12
月
議
会
で

補
正
す
る
。 

要
望 

子
ど
も
医
療
費
な
ど

の
福
祉
医
療
へ
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
市
町
村
に
転
嫁
す
る

動
き
も
あ
り
、
後
退
さ
せ
な

い
こ
と
。
滞
納
者
へ
の
対
応

は
こ
れ
ま
で
通
り
と
し
、
差

し
押
さ
え
な
ど
行
わ
な
い
こ

と
。 

交
付
金
は
保
険
料
の
値
上
げ

抑
制
や
保
険
事
業
を
後
退
さ

せ
な
い
た
め
に
活
用
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。 

問 

平
成
28
年
度
に
公
共

施
設
整
備
委
員
会
を
設
置

し
、
旧
千
早
小
学
校
や
富

田
林
分
校
跡
地
を
は
じ
め

小
吹
台
方
転
地
な
ど
村
の

公
共
施
設
の
有
効
活
用
な

ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る

予
定
だ
。 

 

千
早
小
学
校
は
２
０
０

８
年
３
月
の
閉
校
以
来
、

校
舎
は
、
村
の
倉
庫
と
し

て
、
体
育
館
は
投
票
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の

み
で
、
草
刈
り
や
維
持
管

理
に
費
用
が
、
か
か
っ
て

い
る
。
村
の
財
政
負
担
ば

か
り
か
、
地
域
を
さ
び
れ

さ
せ
る
ば
か
り
だ
。 

 

 

千
早
小
学
校
校
舎
を
貸

出
し
活
用
す
る
こ
と
や
富

田
林
分
校
跡
を
活
用
し
村

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ

き
だ
。 

平
成
19
年
閉
校
し
た
多

聞
小
学
校
は
、
浪
速
学
院

に
売
却
し
、
多
聞
尚
学
館

と
し
て
、
学
生
の
宿
泊
学

習
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。 

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

は
オ
ル
タ
ー
と
賃
貸
契
約

し
、
村
に
は
年
間
１
２
０ 

 

万
円
の
収
入
が
あ
り
、
オ

ル
タ
ー
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
し
、

村
の
活
性
に
つ
な
げ
て
い

る
。 

 

千
早
小
学
校
・
富
田
林

分
校
跡
地
を
村
活
性
化
に

向
け
て
活
用
す
る
べ
き

だ
。 

答 

千
早
小
学
校
区
の
５

地
区
の
区
長
か
ら
「
健
康

福
祉
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
、
避
難
所
、
運
動
場

の
活
用
な
ど
住
民
が
活
用

し
や
す
い
施
設
」
を
求
め

る
要
望
が
で
て
い
る
。
今

後
、
地
域
の
声
を
聞
き
な

が
ら
検
討
す
る
。 

富
田
林
分
校
跡
は
社
協
に

管
理
運
営
を
委
託
し
、
老

人
会
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
境
界
確
定
の
諸
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。 

要
望 

高
齢
化
が
す
す
む

な
か
、
介
護
施
設
な
ど
の

需
要
も
多
い
、
そ
う
し
た

分
野
へ
の
働
き
か
け
、
村

営
住
宅
の
設
置
で
人
口
増

加
策
を
検
討
す
る
こ
と
も

大
事
だ
。 
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防犯（監視）カメラの設置を 

 

 

 

 

 

 

道の駅に設置を予定している 

高齢者の社会参加の推進を 

社会福祉協議会と協力しながら、施策
について検討したい 

 

が
る
事
例
も
多
く
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
る
。 

 

１
点
目
の
設
置
状
況
に
つ

い
て
は
、
個
人
の
住
宅
や
民

間
事
業
所
な
ど
の
設
置
状
況

は
把
握
し
て
い
な
い
。
村
と

し
て
は
水
道
設
備
に
監
視
カ

メ
ラ
と
し
て
13
台
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
道
の
駅
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。
２
点
目
に
つ
い
て

は
、
地
区
か
ら
の
設
置
補
助

の
要
望
な
ど
を
勘
案
し
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

要
望 

子
ど
も
の
被
害
防

止
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守

る
た
め
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
村
へ
の
入
り
口

と
な
る
主
要
な
交
差
点
な
ど

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
れ

ば
、
村
へ
の
出
入
り
に
つ
い

て
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る
と

考
え
る
。 

 

設
置
場
所
や
管
理
・
運
用

体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
警
察

と
協
議
を
し
て
、
一
日
で
も

早
く
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
取
り
組
む
よ

う
強
く
要
望
す
る
。 

問 

本
年
８
月
、
寝
屋
川
市

で
中
学
１
年
生
の
男
女
が
車

に
乗
せ
ら
れ
、
殺
害
さ
れ
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
発

生
し
た
。
犯
人
は
検
挙
さ
れ

た
が
、
そ
の
時
に
威
力
を
発

揮
し
た
の
が
コ
ン
ビ
ニ
等
に

設
置
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
で

あ
る
。 

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、

同
様
の
事
件
が
い
つ
・
ど
こ

で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。 

本
村
は
全
般
的
に
街
灯
な

ど
の
灯
り
が
少
な
く
暗
い
た

め
、
防
犯
上
、
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
村
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
つ
い
て 

① 

防
犯
（
監
視
）
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は
。 

② 

カ
メ
ラ
の
設
置
に
補
助

金
を
出
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
本
村
は
ど

う
か
。 

答 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
犯
罪
の
抑
止
効

果
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
カ

メ
ラ
の
映
像
が
決
め
手
と
な

り
、
犯
罪
者
の
検
挙
に
つ
な 

 

問 

答 

 

浅 野  利 夫 議 員 

問 

答 

 

問 

本
村
の
高
齢
化
率
も

39
・
６
％
と
な
り
、
10
人
中

４
人
は
65
歳
以
上
で
あ
る
。 

少
子
化
に
加
え
、
団
塊
の

世
代
が
65
歳
以
上
と
な
っ
た

た
め
で
あ
り
、
大
阪
府
下
で

も
高
齢
化
率
が
最
も
高
い
。 

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
元
気
な
高
齢
者
に
は

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
や

「
社
会
参
加
の
推
進
」
な
ど

の
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。 

 

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
う
施
策
を
も
っ

と
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

答 

本
格
的
な
少 

子
高
齢
化
社
会
に 

お
い
て
は
、
高
齢 

者
が
「
支
え
ら
れ 

る
」
だ
け
で
な
く
、 

社
会
を
「
支
え
る
」 

役
割
を
担
う
事
が 

で
き
る
よ
う
、
社 

会
参
加
活
動
の
促 

進
や
就
労
機
会
の 

確
保
な
ど
様
々
な 

取
り
組
み
を
進
め 

て
い
く
こ
と
が 

必
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
高
齢
者 

は
豊
か
な
経
験
・ 

知
識
・
技
能
を
持 

 

っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
能
力

を
積
極
的
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
介
護
予
防
・
健

康
寿
命
の
延
伸
に
大
き
く
効

果
が
あ
る
。 

 

村
内
に
お
い
て
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
、
高

齢
者
の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
増
加
す
る
高
齢

者
に
対
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
力
し
な
が
ら
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
が
図
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。 
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下水道事業の見直しを 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて全体計画の見直しの 
検討する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

下
水
道
事
業
は
整
備
開

始
以
来
21
年
が
経
過
し
た
。

平
成
26
年
度
ま
で
の
整
備
面

積

は

計

画

面

積

の

53

・

9

％
、
普
及
率
は

74

・

9
％
と
な
り
、
概
ね
住
宅
密

集
地
の
整
備
は
出
来
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。 

 

下
水
道
事
業
の
収
支
を
見

る
と
、
人
口
の
減
少
に
伴
い

有
収
水
量
（
処
理
水
量
）
は

年
々
減
少
し
、
使
用
料
収
入

も
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
回
収
率
（
下
水
道
事
業

に
か
か
る
経
費
の
内
使
用
料

で
賄
わ
れ
て
い
る
割
合
）
は

50
％
以
下
と
な
っ
て
お
り
、

不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
っ
て
い
る
。
今

後
も
使
用
料
が
減
少
す
る
状

態
で
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

め
ば
維
持
管
理
費
用
が
増
大

し
、
回
収
率
は
更
に
悪
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

そ
こ
で
、
回
収
率
を
改
善

し
、
村
の
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
に
は
、 

一
、
使
用
料
を
見
直
す
。 

二
、
整
備
区
域
内
の
加
入
人

口
を
増
や
す
。 

三
、
下
水
道
区
域
に
も
合
併

浄
化
槽
の
設
置
を
積
極
的
に

進
め
る
。 

  

問 

答 

四
、
新
規
の
施
設
整
備
の
ペ

ー
ス
ダ
ウ
ン
・
凍
結
を
行

い
、
下
水
道
整
備
計
画
面
積

の
見
直
し
を
図
る
。 

な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
村

の
考
え
方
を
聞
く
。 

答 

生
活
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
村
は
こ
れ
ま
で
下

水
道
整
備
を
進
め
て
き
た
。 

 

下
水
道
事
業
会
計
の
収
支

状
況
は
歳
入
・
歳
出
約
２
億

円
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

下
水
道
会
計
の
主
た
る
財
源

は
使
用
料
で
あ
る
が
本
村
の

場
合
、
料
金
収
入
で
賄
う
こ

と
が
困
難
で
あ
り
、
今
後
も

１
億
円
か
ら
１
億
数
千
万
円

程
度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

回
収
率
の
改
善
策
と
し

て
、 

一
、
使
用
料
の
値
上
げ
は
不

可
欠
と
考
え
る
が
、
村
は
過

疎
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
た
段
階
で
あ

り
、
当
面
は
料
金
の
値
上
げ

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。 

二
、
加
入
率
の
改
善
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

に
加
え
、
一
部
地
域
で
職
員

に
よ
る
訪
問
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。 

   

 

清 井  浩 議 員 

三
、
下
水
道
計
画
区
域
へ
の

浄
化
槽
設
置
補
助
、
維
持
管

理
補
助
の
積
極
的
な
拡
大
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
整
備
が

大
幅
に
遅
れ
る
地
域
に
限
り

そ
の
対
象
と
し
て
い
る
。 

四
、
新
規
整
備
の
考
え
方
と

し
て
は
平
成
18
年
度
以
降

ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
財
政
状
況
や
地

域
バ
ラ
ン
ス
等
も
見
な
が
ら

整
備
を
進
め
て
い
く
。 

計
画
面
積
に
つ
い
て
は
費

用
負
担
等
も
勘
案
し
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。 

 

回収率 H20 H21 H22 H23 Ｈ24 H25 Ｈ26 

水洗化（加入）人口 3,826  3,839  3,794  3,795  3,742  3,766  3,751  

①  有収水量(㎥) 373,132  374,306  372,115  370,685  367,730  360,720  351,755  

②  料金収入（千円） 48,402  48,680  48,385  48,448  47,905  46,918  46,667  

③  使用料単価（円）②/①  130  130  130  131  130  130  133  

④  汚水処理費（千円）  81,998  101,752  96,417  96,431  104,609  47,048  104,237  

⑤  汚水処理原価（円） ④/① 220  272  259  260  285  275  296  

⑥  回収率（％） ⑤/③ 59.0  47.9  50.2  50.2  45.8  47.3  44.8  

          
一般会計繰入金（百万円） 88  107  104  98  104  104  116  

 

 

 
村
の
下
水
は
藤
井
寺
市
大

井
に
あ
る
「
み
ず
み
ら
い
セ

ン
タ
ー
」
で
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。 
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・
中
学
校
体
育
大
会 

・
こ
ご
せ
幼
稚
園
運
動
会 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
３
町
村
男
女
参
画
社
会 

研
究
会
講
演
会 

・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
香
楠 

荘
視
察 

・
農
業
委
員
会 

・
村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス 

テ
ィ
バ
ル 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
町
村
議
長
会
全
国
会
長 

 

会 

・
岬
町
町
制
施
行
60
周 

年
記
念
式
典 

・
ふ
れ
あ
い
展 

・
ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ 

ー
ト 

・
定
例
監
査 

・
大
阪
府
町
村
議
長
会
正 

副
議
長
研
修
会 

 

議
会
活
動
日
誌 

 

 

 

    

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
大
阪
府
慰
霊
祭 

・
農
業
委
員
会 

・
決
算
監
査 

・
大
阪
府
町
村
議
長
会
定 

例
総
会 

・
南
河
内
環
境
事
業
組
合 

議
会
定
例
会 

・
国
道
３
０
９
号
バ
イ
パ

ス
整
備
促
進
期
成
会
総

会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
定
例
監
査 

  

 

８ 
月 

 

3
日 

5
日 

7
日 

 

19
日 

   

21
日 

  

26
日 

27
日 

 

 

四
恩
の
教
え 

「
恩
」
何
と
な
く
忘
れ
ら
れ
て
い
る
言

葉
で
す
。
恩
に
は
「
め
ぐ
む
」
「
な
さ

け
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
こ
の
恩

に
「
四
恩
」
の
教
え
が
あ
る
。 

 

四
恩
と
は
、
父
母
・
衆
生
・
国
王
・

三
宝
の
四
つ
の
恩
の
こ
と
を
言
う
。 

▼
父
母
の
恩
、
自
分
が
こ
の
世
に
あ
る

の
は
両
親
の
お
か
げ
で
す
。 

▼
衆
生
の
恩
、
周
り
の
い
ろ
ん
な
力
に

よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。 

▼
国
王
の
恩
、
国
が
平
和
で
社
会
が
平

穏
に
な
る
こ
と
。 

▼
三
宝
の
恩
、
仏
・
法
・
僧
の
こ
と
で

生
き
方
を
示
さ
れ
た
仏
様
と
教
え
た
教

団
に
対
し
て
の
感
謝
で
す
。
（
観
心
寺

住
職
、
永
島
龍
弘
法
灯
の
こ
と
ば
） 

 

四
恩
の
教
え
を
観
心
寺
で
学
ん
だ
の

が
南
北
朝
時
代
の
偉
人
楠
木
正
成
で

す
。 殺

伐
と
し
た
事
件
が
多
い
昨
今
、
こ

の
教
え
を
多
く
の
村
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｋ
・
Ｙ 

  

雑

感

 

 

10 

月 

 

3
日 

4
日 

5
日 

6
日 

  

7
日 

 

9
日 

11
日 

 
 13

日 

14
日 

 

18
日 

 

24
日 

25
日 

 

26
日 

27
日 

 

・
第
３
回
議
会
定
例
会

（
初
日
） 

・
決
算
特
別
委
員
会 

・
社
会
福
祉
協
議
会
「
福

祉
の
つ
ど
い
」 

・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
文
教
建
設
常
任
委
員
会 

・
全
員
協
議
会 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
中
学
校
海
外
派
遣
事
業 

報
告
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
第
３
回
議
会
定
例
会

（
最
終
日
） 

・
千
早
小
吹
台
小
学
校
運 

動
会 

・
赤
阪
小
学
校
運
動
会 

・
定
例
監
査 

・
第
２
回
保
健
事
業
推
進

協
議
会 

 

 
 

９ 

月 
 

1
日 

 

2
日 

6
日 

 

7
日 

 

9
日 

11
日 

    

15
日 

 

18
日 

 

26
日 

 

27
日 

28
日 

30
日 

 

 

 


